
農業ワーキング・グループの設置について 

平成 28 年９月 12 日 

規制改革推進会議決定 

 

規制改革推進会議に農業ワーキング・グループを設置する。 

 

【参考】規制改革実施計画（抜粋）（平成 28年 6月 2日閣議決定） 

 

３．農業分野 

（１）規制改革の観点と重点事項 

生産者の努力が報われる農業を実現するとともに、最終需要者のニーズに十分対応した供給

がなされるようにしていく観点から、①牛乳・乳製品の生産・流通等に関する規制改革、②生

産資材価格形成の仕組みの見直し及び生産者が有利に取引できる流通・加工の業界構造の確立

に係る取組について、重点的に取り組む。 

 

（中略） 

 

① 牛乳・乳製品の生産・流通等に関する規制改革 

No1指定生乳生産者団体制度の是非・現行の補給金の交付対象の在り方を含めた抜本的改革 

現在の指定生乳生産者団体が有している諸機能を評価・検証し、我が国酪農業の成長・発展、

最終需要への一層の即応を実現する観点から、酪農家の経営マインド涵養、生産・流通の柔軟

化を通じた付加価値の向上に向け、指定生乳生産者団体制度の是非や現行の補給金の交付対象

の在り方を含めた抜本的改革について検討し、結論を得る。 

           【平成２８年秋までに検討、結論】 

 

② 生産資材価格形成の仕組みの見直し及び生産者が有利に取引できる流通・加工の業界構造

の確立に係る取組 

No5 「生産者の所得向上につながる生産資材価格形成の仕組みの見直し」及び「生産者が有利

な条件で安定取引を行うことができる流通・加工の業界構造の確立」に係る取組 

以下の事項等について検討を進め、具体的な方策について結論を得る。 

ａ 生産者の所得向上につながる生産資材価格形成の仕組みの見直し 

・農業者が少しでも安い生産資材を自ら選択して調達できるようにするための方策 

・農業者の真のニーズに合った商品の提供や生産コストの低減に向けた生産資材メーカーの取

組 

・農協系、商系を問わず、農業者のために生産資材を安く提供するための流通業者間の競争を

活性化するための取組や方策 

ｂ 生産者が有利な条件で安定取引を行うことができる流通・加工の業界構造の確立 

・農業者が自らの責任で販売先と価格を決定できる多様な選択肢が用意される流通構造を形成

するための方策 

・農産物を少しでも高く販売し、農業者の手取りを増やすことができる販売ルートを構築する

ための、農協系統、多様な農業者グループや流通業者、卸売市場などの取組 

・様々な流通経路における値決めや手数料等について、農業者の目線で分かりやすく納得のい

くものにするための方策       

【平成２８年秋までに具体的施策について検討・結論】 

資料５ 


